
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
は
発
電
コ
ス
ト
が

比
較
的
安
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
陽
光
に
続
い
て

普
及
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
風
力
発
電
。
全
量
固
定
価

格
買
取
制
度
の
開
始
に
よ
っ
て
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム

業
界
に
追
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
背
景
に
日
本
国
内
で
も
大
型
の
設
備
投
資
案
件

が
動
い
て
い
る
。
ま
た
次
世
代
の
風
力
発
電
技
術
確

立
を
目
指
し
た
実
証
実
験
も
活
発
化
し
て
い
る
。

大
型
投
資
案
件
動
く
国
内
の
実
証
実
験
も
活
発
に

風力発電システム普及拡大へ業界に追い風
　
三
重
県
津
市
の
青
山
高
原

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
が
同
市

と
伊
賀
市
に
大
規
模
風
力
発

電
所
を
増
設
す
る
。

年
３

月
に

基
、

年
３
月
に

基
の
計

基
が
運
転
を
開
始

す
る
。
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

備
容
量
は
１
基
あ
た
り
２

。
現
在
、
同
ウ
イ
ン
ド
フ

ァ
ー
ム
に
は
設
備
容
量
１
基

あ
た
り
７
５
０

の
シ
ス

テ
ム
が

基
、
設
置
さ
れ
て

お
り
、
合
計
容
量
は

。
こ
の
増
設
が
完
了
す
る

と
合
計
で
総
容
量
は

と
な
り
、
国
内
最
大
の
大
規

模
風
力
発
電
所
と
な
る
。

　
今
回
の

基
を
受
注
し
た

の
は
日
立
製
作
所
だ
。
同
社

の
シ
ス
テ
ム
最
大
の
特
徴
は

ダ
ウ
ン
ウ
ィ
ン
ド
方
式
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
日
本
の
地

形
は
山
岳
や
丘
陵
が
多
く
、

吹
き
上
げ
る
風
が
多
い
。
ダ

ウ
ン
ウ
イ
ン
ド
方
式
は
風
に

対
し
て
ブ
レ
ー
ド
が
斜
め
下

向
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
吹

き
上
げ
て
く
る
風
を
垂
直
に

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
日
本
の
地
形
に
マ
ッ

チ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
ダ
ウ
ン
ウ
イ
ン
ド
方

式
は
浮
体
式
や
着
床
式
の
洋

上
風
力
で
も
、
そ
の
強
み
を

発
揮
で
き
る
と
い
う
。
同
社

は
経
済
産
業
省
に
よ
る
「
福

島
復
興
・
浮
体
式
洋
上
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
実
証
研
究
事

業
」
な
ど
に
参
加
し
、
浮
体

式
洋
上
風
力
発
電
の
技
術
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。

　
世
界
的
に
見
て
も
、
浮
体

式
洋
上
風
力
は
実
証
段
階
に

あ
る
。
こ
の
技
術
を
確
立
で

き
れ
ば
、
日
本
と
似
て
い
る

気
象
条
件
の
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
促
進
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

エネルギーについて考えよう 小水力発電・地熱発電・地中熱利用
　
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
未
利
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
拡
大
で
あ
る
。
今
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
小
水
力
や

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
発
電
だ
。
ま
た
、
空
調
や
給
湯
に
太
陽
や
地
中
に

あ
る
熱
を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
も
普
及
し
て
き
て
い
る
。
我
々
の
周
辺
に
存
在
し
て

い
る
自
然
か
ら
恵
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
ん
の
少
し
で
も
無
駄
に
し
な
い
、
環
境

配
慮
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

ク
リ
ー
ン
な
小
水
力
都
内
で
も
運
転
開
始

大規模工事が不要なつり下げ式
の小水力発電機（北陸精機）

　
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
中

で
も
１
０
０
０

以
下
の

出
力
の
シ
ス
テ
ム
を
小
水
力

発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
る

場
合
が
多
い
。
最
大
の
特
徴

は
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と

い
う
こ
と
。
河
川
や
既
存
の

用
水
路
な
ど
の
水
流
を
利
用

し
て
発
電
す
る
た
め
、
ダ
ム

の
よ
う
な
大
規
模
施
設
を
造

る
必
要
が
な
い
と
い
う
点
も

メ
リ
ッ
ト
だ
。

　
固
定
価
格
買
取
制
度
で
は

出
力
が
２
０
０

以
上
１

０
０
０

未
満
の
水
力
発

電
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
１

当
た
り

・

円
、
２

０
０

未
満
の
シ
ス
テ
ム

で
は
１

当
た
り

・

７
円
で
買
い
取
り
と
な
る
。

　
同
制
度
を
活
用
し
て
売
電

を
行
う
小
水
力
発
電
施
設
事

業
は
民
間
の
み
な
ら
ず
、
地

方
行
政
で
も
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。
東
京
都
は
江
戸

川
区
北
葛
西
に
あ
る
葛
西
給

水
所
内
で
今
年

月
か
ら
小

水
力
発
電
設
備
の
運
転
開
始

を
発
表
し
た
。
葛
西
給
水
所

は
金
町
浄
水
場
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
水
道
水
を
配
水
池
に

引
き
入
れ
、
需
要
量
に
応
じ

て
配
水
ポ
ン
プ
で
江
戸
川
区

南
部
地
域
へ
給
水
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
回
、
稼
働
が
始
ま
っ
た

小
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
は
配

水
池
へ
の
引
入
余
剰
圧
力
を

利
用
し
て
、
最
大
出
力
３
４

０

を
発
電
す
る
と
い
う

も
の
。
ダ
ム
の
よ
う
な
落
差

が
な
い
場
所
で
水
力
発
電
を

行
う
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
で
発
電

し
た
電
力
は
全
て
を
売
電
す

る
。
買
い
取
る
の
は
新
電
力

Ｐ
Ｐ
Ｓ

の
サ
ミ
ッ
ト
エ

ナ
ジ
ー

東
京
都
中
央
区

だ
。
今
後
も
こ
う
し
た
地
方

行
政
の
小
水
力
発
電
に
対
す

る
取
り
組
み
に
動
き
が
出
て

く
る
だ
ろ
う
。

地
中
熱
を
冷
暖
房
に
高
い
省
エ
ネ
性
能

　
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利

用
は
海
外
諸
国
と
比
べ
、
普

及
が
遅
れ
て
き
た
。
し
か
し

我
々
の
頭
上
か
ら
降
り
注
ぐ

「
太
陽
熱
」
、
足
元
に
あ
る

「
地
中
熱
」
な
ど
、
ど
こ
で

も
採
り
入
れ
ら
れ
る
賢
い
熱

利
用
の
あ
り
方
と
し
て
、
導

入
拡
大
の
可
能
性
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
地
中
の
温
度
は
地
下

―

に
な
る
と
年
間
を
通
し

て

度
Ｃ
程
度
。
地
中
熱
利

用
は
こ
の
一
定
の
熱
と
地
上

の
外
気
温
の
差
を
生
か
し
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
を
使
っ

て
冷
暖
房
や
給
湯
に
使
う
仕

組
み
。
一
般
的
な
外
気
を
取

り
込
む
エ
ア
コ
ン
が
温
度
変

化
の
影
響
を
受
け
る
の
に
比

べ
、
地
中
熱
利
用
は
効
率
が

格
段
に
上
が
り
、
省
エ
ネ
や

ピ
ー
ク
時
の
節
電
効
果
を
も

た
ら
す
。
ま
た
排
熱
は
大
気

中
で
は
な
く
地
中
に
吸
収
さ

せ
る
の
で
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
緩
和
に
も
役
立
つ
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不
安

定
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
指

摘
さ
れ
る
が
、
地
中
熱
は
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
、
日
本
中

ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
。
な

お
地
下
１
０
０
０

程
度
の

高
温
部
か
ら
蒸
気
や
熱
水
を

取
り
出
し
発
電
す
る
地
熱
発

電
と
は
異
な
る
も
の
の
、
同

じ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
そ
の
高
い
省
エ
ネ
性
能
が

関
心
を
呼
び
、
熱
需
要
の
大

き
な
場
所
に
あ
る
住
宅
や
大

学
、
最
新
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

な
ど
で
認
知
度
を
上
げ
て
い

る
。
環
境
省
の
調
査
で
は
２

０
１
１
年
の
年
間
地
中
熱
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
設
置
件
数
が
２

０
０
件
を
超
え
、
累
計
件
数

は
９
９
０
件
と
な
っ
た
。

　
最
近
で
は
給
湯
な
ど
に
地

中
熱
と
太
陽
熱
を
併
せ
て
導

入
す
る
仕
組
み
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施

設
に
お
い
て
、
晴
天
時
は
太

陽
熱
温
水
器
を
活
用
、
日
射

量
が
少
な
い
時
や
夜
間
な
ど

は
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に

切
り
替
え
、
さ
ら
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
で
最
適
制
御
し
、
Ｃ
Ｏ
２

を
大
幅
削
減
す
る
複
合
シ
ス

テ
ム
の
実
証
試
験
も
始
ま
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
普
及
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
に
向
け
て
見
る
と
課
題

は
導
入
コ
ス
ト
の
低
減
。
地

中
熱
利
用
は
熱
交
換
器
や
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
が
高
く
投
資
回
収

期
間
が
長
い
。
例
え
ば
関
東

地
区
で

の
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
を
使
っ
た
地
中
熱
シ
ス

テ
ム
で
は
約
３
８
０
万
円
程

度
と
さ
れ
る
。

　
米
国
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
地
中
熱
利
用
の
先
進
国
で

は
早
く
か
ら
国
が
補
助
策
を

と
っ
て
普
及
が
進
ん
だ
こ
と

も
あ
り
、
国
内
で
も
支
援
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

年
度

概
算
要
求
で
は
経
済
産
業
省

や
国
土
交
通
省
、
環
境
省
な

ど
で
関
連
の
技
術
開
発
や
導

入
支
援
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
技
術
開
発

の
余
地
は
ま
だ
大
き
く
低
コ

ス
ト
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
良

も
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
ま
た
地
中
熱
利
用
促
進
協

会

東
京
都
杉
並
区

で
は

基
礎
講
座
や
施
工
技
術
講
座

な
ど
を
開
い
て
お
り
、
適
切

な
施
工
業
者
の
育
成
に
力
を

注
ぐ
。
施
工
技
術
の
認
定
制

度
の
立
ち
あ
げ
も
計
画
さ
れ

て
い
る
。

　
世
界
各
国
・
地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
利

用
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
行
う
都
市
づ
く

り
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ

ン
フ
ラ

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。今
年

月
、台

湾
台
北
市
で
台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー

日
本
の
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
に
相
当

主
催
の
「
台
湾
グ
リ
ー
ン
産
業
見

本
市

Ｔ
ｉ
Ｇ
ｉ
Ｓ
２
０
１
３

が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
で
５
回
目
の
開
催
と
な
る
同
見
本
市
で
は
太
陽

光
発
電
、
風
力
発
電
、
地
熱
発
電
な
ど
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
や
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
築
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

環
境
意
識
高
ま
る

アジアでもスマートコミュニティー構築活況だった台湾グリーン産業見本市

　　 ２０１３年 平成２５年 １１月２８日 木曜日 【広告特集】 （ ）

　
風
力
発
電
は
設
置
費
用
や

発
電
コ
ス
ト
と
い
っ
た
観
点

か
ら
よ
り
一
層
の
普
及
拡
大

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ

と
つ
。
今
回
、
同
展
で
は
台

湾
の
業
界
団
体
で
あ
る
台
湾

中
小
型
風
力
機
発
展
協
会
や

メ
ー
カ
ー
各
社
が
水
平
式
、

垂
直
式
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
と
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
な
ど
、

多
種
多
様
な
風
力
発
電
シ
ス

テ
ム
を
展
示
し
て
い
た
。
そ

の
中
で
唯
一
、
日
本
製
の
製

品
を
紹
介
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
来
場
者
の
注
目
を
集
め

て
い
た
の
が
サ
タ
ー
ン
パ
ワ

ー

台
湾
・
新
北
市

で
あ

る
。
総
経
理
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン

・
リ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
「
日

本
製
は
信
頼
性
が
高
い
。
そ

の
上
、
軽
量
、
小
型
、
発
電

効
率
が
よ
い
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
年
々
、
引
き
合

い
が
増
え
て
い
る
」
と
い

う
。

　
ま
た
、
同
展
で
は
地
熱
や

太
陽
熱
と
い
っ
た
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る
技
術

・
製
品
も
多
く
見
ら
れ
た
。

地
熱
発
電
シ
ス
テ
ム
を
展
示

し
て
い
た
の
は
漢
鐘
精
機

台
湾
・
桃
園
県

。
同
社

は
台
湾
の
大
手
ス
ク
リ
ュ
ー

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
メ
ー
カ
ー

だ
。
発
電
シ
ス
テ
ム
は
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
の
開
発
で
培
っ

た
技
術
を
応
用
し
て
開
発
し

て
い
る
。
台
湾
の
温
泉
で
採

用
さ
れ
た
同
社
の
製
品
は
地

下
か
ら
温
泉
水
を
く
み
上

げ
、
そ
の
熱
で
発
電
し
、
再

び
地
中
に
水
を
戻
す
と
い
う

仕
組
み
。
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
フ
ォ

レ
ス
ト
・
ハ
ン
氏
は
「
台
湾

だ
け
で
は
な
く
、
中
国
や
タ

イ
に
も
輸
出
し
て
い
る
。
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
中
や
太
陽

だ
け
で
は
な
い
。
工
場
に
も

使
わ
れ
て
い
な
い
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
を
有
効

活
用
す
べ
き
だ
。
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
日
本
に
も
売
り
込

み
た
い
」
と
語
る
。

　
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
だ
け
で
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
築

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
や
市
民
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ま
で
も
変

革
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必

要
と
さ
れ
る
。

　
台
北
市
の
ブ
ー
ス
で
は
環

境
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
、

都
市
づ
く
り
に
向
け
た
行
政

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
。

交
通
渋
滞
の
緩
和
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
な
ど
を
目
指
し
て

同
市
が
普
及
を
図
っ
て
い
る

自
転
車
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
「
Ｙ
ｏ
ｕ
　
Ｂ
ｉ
ｋ

ｅ
」
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
検
索

サ
ー
ビ
ス
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
を

紹
介
し
て
い
た
。
台
北
市
内

で
は
こ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
市

民
の
姿
を
多
く
見
か
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
台
湾
に
お
け
る
市
民
の
環

境
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
に
対
す
る
意
識
も
日

本
と
同
様
で
一
層
高
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
だ
。
グ
リ
ー

ン
産
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
展
示
会
の

開
催
が
継
続
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
、
行
政
機

関
、
民
間
企
業
の
環
境
に
配

慮
し
た
事
業
展
開
な
ど
の
効

果
も
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。


